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十
一
月
十
八
日
（
日
）
、
道
の
駅
平
成
に
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
平
成
村
産
業
経
済
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
秋
祭

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
道
の
駅
平
成
主
催

の
「
し
い
た
け
祭
り
」
と
同
時
に
開
催
さ
れ
、
会
場
は

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

し
い
た
け
の
無
料
試
食
会
で
は
、
ド
ー
ム
で
採
れ
た

て
の
し
い
た
け
を
焼
き
、
お
客
さ
ん
に
振
舞
い
ま
し
た
。

同
時
に
販
売
し
た
し
い
た
け
は
二
十
分
も
経
た
ず
に
全

て
売
り
切
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。 

宝
探
し
で
は
、
道
の
駅
の
裏
山
し
あ
わ
せ
の
気
の
森

に
隠
さ
れ
た
数
字
の
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
探
し
、
そ
れ 

十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

鬼
ヶ
坂
の
頂
上
で
は
津
保
川
中
学
校
の
生
徒
に

よ
る
手
作
り
紙
芝
居
「
鬼
ヶ
坂
」
が
披
露
さ
れ
、

そ
の
後
八
滝
ウ
ッ
デ
ィ
ラ
ン
ド
に
到
着
。 

 

▲集合前に記念撮影 

 

八
滝
の
紅
葉
と 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ 

大
盛
況
！
『
秋
祭
り
』 

 
 

 
 

し
い
た
け
祭
り
同
時
開
催 

秋
晴
れ
の
元 

『
ロ
マ
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
』 

と
い
う
元
気
な

声
の
他
に
「
あ

の
景
品
欲
し
か

っ
た
の
に
～
」

と
い
う
声
も
聞

こ
え
、
参
加
者

全
員
が
楽
し
み

ま
し
た
。 

を
見
付
つ
け
た
参
加
者
に
は
景
品
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
と
同
時
に
ダ
ッ
シ
ュ
で
探
し
に
行
き
、
素
敵

な
景
品
の
交
換
で
喜
ぶ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

喫
茶
こ
ぶ
し
の
前
で
行
わ
れ
た
豪
華
景
品
が
当
た
る

ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
、
ビ
ン
ゴ
に
な
る
と
「
ビ
ン
ゴ
ー
！
」

十
一
月
十
日
（
土
）
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
平
成
村
武
儀
の

む
か
し
話
伝
説
ロ
マ
ン
ウ
ォ
ー
ク
の
会
主
催
に
よ
る
、

第
十
六
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
秋
晴
れ
が
と
て
も
気
持
ち
が
良
い
、
絶
好
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
今
回
は
武
儀
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
発
着
点
に
八
滝
ウ
ッ
デ
ィ
ラ
ン
ド

ま
で
の
往
復
約
七
．
五
キ
ロ
の
コ
ー
ス
に
、
お
よ
そ
六

 

八
滝
で
は
「
八
滝

の
水
の
恵
み
」
の
読
み

聞
か
せ
と
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
が
行
わ
れ
、
ど

の
参
加
者
も
楽
し
ん

で
い
た
様
子
で
し
た
。

紅
葉
の
シ
ー
ズ
ン
と

い
う
事
も
あ
り
、
参
加

者
か
ら
は
「
す
ご
い
！

紅
葉
が
き
れ
い
ー
」
な

ど
喜
び
の
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。 

 

▲ドーム内のしいたけ無料試食会 

 

 

 

▲宝探しでカードを探す参加者 

 

▲ビンゴ大会での景品の受け渡し 
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羽
自
治
会
武
儀
支
部
長
が
和
座
武
儀
事
務
所
長

に
、
又
、
美
濃
土
木
事
務
所
に
赴
き
そ
れ
ぞ
れ
手

渡
し
し
て
お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

関
警
察
署
武
儀
警
察
官
駐
在
所 

坂
本
巡
査
部
長
が
着
任 

十
月
一
日
付
け
で
、
前

任
地
多
治
見
警
察
署
か
ら

配
属
と
な
り
ま
し
た
坂
本

浩
平
と
申
し
ま
す
。 

武
儀
駐
在
所
で
勤
務
を
始
め
て
、
一
ヶ
月
半
が

経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
方
々

と
接
す
る
機
会
も
多
く
、
そ
の
際
に
は
皆
さ
ん
が

優
し
く
笑
顔
で
接
し
て
く
だ
さ
り
、
と
て
も
嬉
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ
地
域
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
事
が

沢
山
あ
り
ま
す
が
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

七
月
豪
雨
災
害
に
伴
う
自
治

会
長
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
結
果 

 

自
治
会
武
儀
支
部
は
、
先
頃
、
自
治
会
長

に
対
し
て
実
施
し
た
「
七
月
豪
雨
災
害
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
取
り
ま
と
め
、
関
市
長
及
び

美
濃
土
木
事
務
所
長
に
防
災
対
策
を
早
急
に

講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。 

関
市
に
対
す
る
要
望
は
、
ハ
ー
ド
面
で
、
橋

脚
の
改
良
、
洪
水
調
整
用
ダ
ム
の
建
設
、
水
位

計
の
設
置
、
広
葉
樹
へ
の
植
林
対
策
を
、
ソ
フ
ト

面
で
は
、
警
戒
サ
イ
レ
ン
の
流
し
方
、
水
位
の
適

切
な
情
報
伝
達
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
防

災
無
線
に
よ
る
情
報
の
流
し
方
等
を
要
望
し

ま
し
た
。 

 

美
濃
土
木
事
務

所
に
は
、
河
床
の
浚

渫
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
、

堤
防
の
嵩
上
げ
、
津

保
川
河
川
改
修
事

業
の
早
期
実
施
を

要
望
し
ま
し
た
。
要

望
書
は
、
去
る
十
一

月
二
十
日
に
、
美
濃

武
儀
事
務
所
長
に
要
望
書

を
手
渡
す
美
濃
羽
支
部
長 

基礎からはじめるスマホの教室 

スマホ未経験者・初心者向けの講座  

★スマホの貸出し有 

★参加費無料 

 

 

日  時：12 月 12 日（水）14：00～15：30 

会  場：武儀生涯学習センター大会議室  

講  師：菅井英典先生（株式会社アラビア産

業・スマホ講師歴 4 年） 

申込期限：12 月 5 日（水） 

申込み先：NPO 法人日本平成村 

☎（0575）49-3715 

 

中
身
の
お
菓
子
は
、
お
煎
餅
に
バ
ニ
ラ
ク
リ
ー

ム
を
サ
ン
ド
し
た
、
和
風
ゴ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
す
。

（
６
枚
入
り) 

パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
個
包
装
・
お
菓
子
に
「
平
成
」
の

文
字
が
入
っ
て
い
ま
す
。
道
の
駅
平
成
で
絶
賛
販

売
中
で
す
！ 
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り
を
行
い
ま
し
た
。
ス
ク
ラ
ッ

プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
は
ど
の
お
母
さ

ん
も
黙
々
と
お
子
さ
ん
の
写
真

を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
可
愛

い
作
品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

工
作
の
後
は
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー

ス
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

を
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。 

 

十
月
二
十
四
日
（
水
）
、
武
儀
事
務
所
二
階
武
儀

保
健
セ
ン
タ
ー
で
第
四
回
ペ
ン
ギ
ン
ク
ラ
ブ
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
飾
り
付
け
を

し
た
会
場
で
、
ミ
ニ
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
と
お

気
に
入
り
の
写
真
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
作

 

十
一
月
三
日
、
武
儀
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
関
市

文
化
協
会
武
儀
部
主
催
に
よ
る
文
化
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
多
目
的
ホ
ー
ル
で
芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ
、

会
員
に
よ
る
歌
や
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
館
内
で

は
狂
俳
や
写
真
、
絵
画
、
手
芸
作
品
な
ど
の
作
品
展
示

も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

 

武
儀
の
食
と
文
化
の
祭
典
実
行
委
員
会
主
催
の
軽

ト
ラ
朝
市
で
は
、
武
儀
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜
や
蜂
蜜
や

卵
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議

会
武
儀
支
部
に
よ
る
足
湯
や
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

無
料
体
験
、
「
非
常
食
等
の
試
食
会
」
も
行
わ
れ
、
ハ

イ
ゼ
ッ
ク
ス
ご
は
ん
、
円
空
汁
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な

ど
が
無
料
配
布
さ
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

 

日 時：12 月 9 日（日） 

開 場：午後 1 時 30 分 

開 演：午後 2 時 

会 場：関市武儀生涯学習セ

ンター多目的ホール 

全席指定：1,500 円 

▲武儀ギターマンドリンクラブの演奏 

 

▲軽トラ朝市の様子 

 

か
わ
い
い
お
店
大
盛
況 

『
ミ
ニ
学
（
ま
な
）
メ
イ
ド
』 

 

今
年
の
フ
リ
ー
マ
ケ
ッ
ト
「
学
メ
イ
ド
」
は
規

模
を
小
さ
く
し
て
、
手
作
り
シ
ョ
ッ
プ
「
ミ
ニ
学

メ
イ
ド
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
手
作
り
の
ア
ク
セ

サ
リ
ー
や
小
物
、
焼
き
物
、
体
験
教
室
な
ど
昨
年

出
店
し
た
六
店
舗
が
今
年
も
出
店
し
て
く
だ
さ

り
、
お
店
の
前
で
足
を
止
め
て
見
て
い
る
お
客
さ

ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
サ
ン
ド
ア
ー
ト
の
お
店
で

は
男
性
の
方
が
真
剣
に
体
験
し
て
い
て
出
来
上

が
っ
た
後
「
楽
し
か
っ
た
。
」
と
笑
顔
で
話
し
て

い
ま
し
た
。
来
年
も

「
学
メ
イ
ド
」
開
催

予
定
で
す
の
で
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

ペ
ン
ギ
ン
ク
ラ
ブ 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
＆
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ 
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「ぼぎわんが、来る」澤村伊智 

幸せな新婚生活を送る田原の周囲に起きる怪異の正体は“ぼぎわん”と

いう化け物なのか？第 22 回日本ホラー小説大賞受賞作。 

「フォルトゥナの瞳」百田尚樹 

“他人の死の運命”が視える男は愛する女性を守れるのか？ 

「十二人の死にたい子どもたち」冲方丁 

安楽死を求め、集まった子どもたち。しかし、集いの場にはすでに一人の

少年が横たわっていた。著者初の現代長編ミステリー。 

「デッドエンドの思い出」よしもとばなな 

かけがえのない祝福の瞬間を描く短編集。 

「居眠り磐音江戸双紙シリーズ」佐伯泰英 

直心影流の達人、坂崎磐音が颯爽と悪を斬る痛快時代小説。 

「今日も嫌がらせ弁当」kaori(ttkk) 

反抗期の娘へ“仕返し”をするべく母が選んだ武器はお弁当だった！！ 

シングルマザーと反抗期女子高生親子の泣き笑いお弁当エッセイ。 

「アイネクライネナハトムジーク」伊坂幸太郎 

斉藤和義の「ベリーベリーストロング」の歌詞の元になった連鎖短編集。 

「マスカレードホテル」東野圭吾 

都内で起きた連続殺人事件の謎を解明するため潜入捜査がはじまる。 

「ねことじいちゃん」ねこまき 

大吉じいちゃんとねこのタマの日常を描くほのぼのコミック。 

12 月 3、10、17 日（月）、12 月 25 日（火） 

12 月 29 日（土）～1 月 3 日（木）年末年始は休館いたします 

12月サロンのお知らせ 
 

１２月１７日（月） 

＜花の寄せ植え＞ 

（富之保地区） 

 

１２月２０日（木） 

＜フォトフレーム作り＞ 

（中之保地区） 

 

１２月２１日（金） 

＜フォトフレーム作り＞ 

（下之保地区） 

 

 武儀地域の人口 （単位：人） 

地域名 男 女 計 

対前月比較 

富之保 

-4 

544 

1 

583 

-3 

1,127 

対前月比較 

中之保 

-1 

443 

-3 

471 

-4 

914 

対前月比較 

下之保 

2 

564 

-2 

586 

0 

1,150 

対前月比較 

合 計 

-3 

1,551 

-4 

1,640 

-7 

3,191 

平成３０年１１月１日現在 
住民基本台帳人口（関市ホームページより） 

 
 

〈 

編
集
後
記 

〉 

十
一
月
は
文
化
祭
、
ロ
マ
ン
ウ
ォ
ー
ク
、
秋

祭
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し

た
。
秋
祭
り
で
は
た
く
さ
ん
の
人
の
楽
し
む
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
主
催
者
側
で
あ
る
こ

ち
ら
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
自
分
も
参
加
者
と

し
て
ビ
ン
ゴ
を
し
て
、
豪
華
景
品
を
持
っ
て
帰

れ
る
日
が
来
る
と
い
い
で
す
。
（
可
児
） 


